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2月 22日午後 3時から、井上社長による定例記者会見が放送センター 20階に
ある役員大会議室で開かれました｡概要は以下のとおりです。

◇編成関連
下期の視聴率は第 20週を終了し、全日 4位、Ｇ帯 4位、Ｐ帯 4位。2005年度通期
では全日 7.9%で 3位、G帯 12.7%で 2位、P帯 12.7%で 4位となっている。ベルト
番組は「朝ズバッ！」が下期に入りさらに好調、昼帯がもう少し頑張れば目標も達
成できるだろう。Ｇ帯では水曜たての流れが芳しくない。ドラマは金曜 22時の
「夜王」、日曜 21時「輪舞曲」は好調、木曜「白夜行」はまずまずの成果であるが、「ガ
チバカ」は残念な結果で推移している。

4月編成では、全日帯の午後 2時からF1，F2層にアピール出来るような 1時間
のベルト番組を立ち上げる。ＧＰ帯では水曜、土曜の企画変更、4月ドラマでは第
8シリーズとなる「渡る世間は鬼ばかり」等５本の現代ドラマがスタート。
プロ野球編成は昨年と同じ 22試合の放送権を保有した上で、地上波のみなら

ず、Bs－i（BS波）、ニュースバード（CS波）も有効に使い、グループ総体でプ
ロ野球全体を支えていく考え。ナイター放送が全国に通用するコンテンツ から
ローカル商品になりつつある現状も踏まえ、中継本数や延長対応などについては
最終調整を行っている。
ワールドベースボールクラッシックは一次予選、二次予選、決勝ラウンドの
放送権をＴＢＳ、ＮＴＶ、ＥＸで獲得。ＴＢＳでは日本で開催される第一次予選の
初戦「日本対中国」を 3月 3日に放送予定。

◇ 第 3四半期決算
連結売上高で 0.8%減収、個別売上高も0.7%の減収となった。10月から 12月のス
ポットが伸び悩んだため連結個別とも経常利益までは減益だが、四半期純利益は
東京エレクトロン株の売却益により大幅な増益だった。グループでは、ショッピ
ング事業のグランマルシェが売上 27%増で好調、ビーエスアイの業績が赤字約
11億円減少と改善されている。
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◇ Ｖ！ｕｐ（Ｖアップ）計画
インターネット・通信分野、その他事業者との連携や広汎な戦いに勝ち抜い

て行くなかで、企業としてはもちろん、放送業者としても勝ち抜き、視聴者、
市場関係者、スポンサーの方々との関係を強めながら、放送局としての存在を
アピールしていきたいということが考え方の基となっている。新たに「最強の
コンテンツ発信源へＶアップ」という標語を決めた。我々は挑戦者である。高いク
オリティと効率を追求するプロ集団に徹することを目標にした。Ｖの字には 勝
利（Victory）、活力、元気（Vigor）などいろいろな意味を込めた。
社内に社長主宰の「Ｖ!ｕｐ推進本部」をつくった。横断的なプロジェクトを編

成、全社的にタブーをなくして、最強のコンテンツ集団として世の中に認知され
るように頑張ろうということ。2010年までの見通しとして 500億円のキャッシ
ュフローを目指す。当面の目標は 2006年に全日視聴率 8.1%以上を目指す。

◇ 放送と通信の連携について
ＴＢＳはトレソーラを始めネット進出には熱心に取り組んできたと思っている
が、放送局はネットに後ろ向きだと言われてきた。最近になってコンテンツの配
信には著作権がネックだということが広く一般的に理解されてきた。どうしたら
それが素材として提供できるのかということを、色々な方々と考えていけるとい
う意味では良かったと思っている。だからといってＩＰ通信は放送と一緒だから、
著作権も放送と同じだという考え方に権利者の方が納得されるのかどうか、難し
い問題だと思う。慎重に見極めながら視聴者の方々の利便性が確保できれば良い
ことだと思う。
今後については、ワンセグも始まるし、今まで通り素材を提供するということ
については各社と等距離でやっていく。

◇ 楽天との業務提携委員会について
今のところ楽天の保有する株式の信託についての話し合いは最終合意に至って
いない。業務提携については、信託の約束が実行されることを前提として交渉を
続けている。放送に 関する認識にレベル差が若干あるようで、そのあたりから
話し合いを進めているようだ。

◇ ラジオ関連（ＴＢＳＲ＆Ｃ 清水社長）
聴取率調査では 4年 6ヶ月、27期連続して首位を維持している。4月編成で

大きな改編はないが、ナイター中継についてはタイトルを「エキサイトベースボ
ール」に変更し巨人戦を中心に中継。横浜主催のゲームについては、デイゲームを
含め積極的に中継、月曜の夜には「がんばれ横浜ベイスターズ」を編成する予定だ。
東京ラジオ 5社共同のキャンペーン「ラジオ課外授業」を 3月 21日に開催。

「ラジオはこころをつなぐ」をテーマにコミュニケーションやイマジネーション
の大切さを中学生に伝えていく。ＴＢＳラジオからは小林豊アナと小林麻耶アナ、
気象予報士の森田さんが登場。

以上


